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ユ ニ オ ン
貧連合区を統括した保護委員会（以下レイバー・ガーディアン
ズと略）の実施した人道的救貧行政（the Humane Adiministration of the Poor Law）とその
内実に共感し呼応した他のガーディアンズ（ポプラリスト Poplarists）による実践の総称を意味
する（伊藤，2000a; 2000b; ITO, 2001）．しかし，ポプラリズムを成功裏に導いたレイバー・ガー
ディアンズとは一体どのような組織であったのか，彼らが統括した救貧行政の範囲とはどのよう
なものか，さらに救貧法が想定していた救
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必然的帰結







とっての政敵が，ほかでもない COS であったことに由来している．勿論 COS が社会事業史上
に果たした役割は別途に評価する必要がある（高野，1985；毛利，1990；Hamphreys, 1995; 
2001）．しかしながら，少なくとも，レイバー・ガーディアンズの指導者たるランズベリは，自
らを「徹底した社会主義者」（Branson, 1979: 9）として自己規定しており，COS の実践が有閑
階級のままごとであると断じていた点からすれば（Lansbury, 1928: 128; 132），自らの救貧行政



















































Birkenhead 3,394 444 1.7 54s3d 7s6d
Birmingham 8,951 630 2.7 34s0d 10s9d
Brighton 4,293 322 1.5 48s7d 9s0d
Liverpool 8,409 1,632 14.0 36s11d 4s1d
Oxford  460 144 37.3 47s10d 49s7d
Reading 1,165  58 1.3 36s9d 9s10d
Southampton 2,656 144 3.5 46s4d 29s5d




















その貧困な女性は夫に膝当てを買うために週に 3 シリング 6 ペンス申請した．彼女の夫はひざ
を長い間患っており，それがないと仕事ができなかった．性格はすこぶる良い














































　戦間期（the interwar periods）になると救貧（法）における COS の政治的影響力はさらに
低下していく．ルイスは，戦間期の COS の特徴を要約すれば，貧困問題への国家介入には反対
していたものの，貧民救済における国家と協働する用意があることを認めていたと指摘する．や
や矛盾した形容であるが，COS は「国家支援によるボランタリー協会（state-aided voluntary 





















　法務総院とマーサティドヴィル救貧連合保護委員会（Attorney-general v. Guardians of the 

















































































瞭然となる．ロンドン全体で「救済の失敗」によって記録された餓死者数は 625 件（1891 年
-1904 年）であった．このうち，COS のロンドン本部があったホワイトチャペル救
ユ ニ オ ン
貧連合区は
88 名，ポプラ救貧連合区（人口はホワイトチャペルの 2 倍）での記録は 18 名であった．ところ
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，救貧税の負担を気にしなかった」
（傍点は引用者）













































































Mond Scale （1） Poplar scale （2）
s（shiling） d（psense） s d
Man and wife 28 0 33 0
Ditto＋child 34 0 39 6
Ditto＋2children 39 0 44 6
Ditto＋3children 44 0 49 6
Ditto＋4children 48 0 54 6
Ditto＋5children 54 　0＋ 59 6
Ditto＋6children 54 　0＋ 64 6
Ditto＋7children 54 　0＋ 69 6
Ditto＋8children 54 　0＋ 74 6
注
（1） 冬季燃料手当 3 シリング含む（週あたり，以下同じ）
（2）冬季燃料手当 3 シリング及び家賃補助実態ベース 10 シリングまで
（3）＋＝モンド・スケールの限界支出レベル
（4）1￡＝20 シリング（s）＝240 ペンス（d）
（5）夫婦（Man and wife）に与えられた 33 シリングの救済扶助は，クーパー報告（1922 年 5 月）によって
保健省に報告されたものであるが，実際には，この数値を上回ることはほとんどなかった．なぜなら，実
態を基礎とする家賃手当が，児童のいない夫婦ではせいぜい 5-6 シリングにしかならなかったからである．
ポプラ・スケールのより現実的な例は，28-9 シリングに，3 シリングの冬季手当及び 5-6 シリングの家賃
手当であった．独身者［或いは独居者］の数値は，この表には表されていない．なぜなら，これはクー
パー報告には適正に明示されていなかったからである．冬季燃料手当を除いて，モンド・スケールでは独
居者には 15 シリングが支給されていたが，ポプラの場合は，［実際には］12 シリング 6 ペンスの扶助と家
賃手当が最大 5 シリングから 17 シリング 6 ペンスまで支給された．
（出典　Cooper's Report cited in Branson, 1979, :.236 より作成）
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表 2-2   1922年におけるポプラ・スケール
Item Poplar scale prior Poplar scale adopted Mond scale
To Sep.1923 3rd Oct.1923 （＋rent）
Adults with parents 10/－ 10/－no rent 10/－
Adults not with parents 12/6d 　　　－12/6 ＋rent & coal 15/－
Married couples 20/－ 20/－　Do 25/－
Do with 1child 26/6d 26/－ 31/－
         2children 31/6 30/－ 36/－
         3children 36/6 33/6 40/－
         4children 41/6 36/6 44/－
         5children 46/6 39/6 47/－
         6children 51/6 41/－ maximum
         7children 56/6 （limitation）
         8children 61/6
        No limit+rent & coal
（出典　'Deputation to Ministry of Health 1924' Po. BG 152/4 in London Metropolitan Archive）
 　　　　　　　　　　　　　 s 　 d 
Lone person..........................12 6＋rent





















（7）16 歳から 18 歳の児童がいるケースでは，10 シリングが両親に追加され，2 人の少年の場合，8 シリン
グﾞが追加される．収入がない少女の場合は，救済スケール内で対処される．






いた（表 2-2 および 2-3）．
　政策的工夫としての基礎控除の設定















（Poplar Councilors, 1922: 6）と主張する．モンド・スケールの下では，「６人の児童を持つ家


































ある」（Lansbury, E., 1924: 7）．
　保健省の主張は，収入認定をしなければ，ワークインセンティブが破壊され，クーパーの言葉
を借りれば，その状態こそが「『労働者の道徳心を低下させる傾向を促す政策』となり，『倹約，




Deduction from the relief scale where there are children earnings
Any individual child earnings---
　　　　　　　　　　　　　　￡　s　 d　　￡　　  s　d　　 s　  d
------------------------------------------------------------------------------
　　　　　　　　　　　Over　0　15　0　up to 0　17　6........1     0　deduction in
　　　　　　　　　　　Over　0　17　6　up to 1　 0　0........2     0　case




　　　　　　　　　　　　　（2）30s は，1 ￡10 シリングを意味する






























要を持つ男性，女性，児童（the needs, not deserts, of men, women and children who came 
to us in their need）は，それ［必要に基づいて救済されること］を知っているのである」



















ユ ニ オ ン
貧連合区の
ガーディアンズ（その指導者は，1905 年 -09 年の王命救貧法委員会少数派に署名したジョージ・ランス









2009: 120），広義には 1894 年から 1930 年まで続くが（Ryan, 1978），救貧法を巡る原理の解釈や末端官
吏（特に救済官＝ the relieving officer）の実務のあり方，救貧税の扱いを含む地方自治問題などを巡っ
て大規模な闘争が展開されたのは，1919 年から 1925 年である（C.W.Key, 1926; Keith-Lucus, 1962; 
Branson, 1979; Johnson, 2000; Lavalette, 2006; Booth, 2009）．本稿においてもこれを主な検討時期と
する．ポプラリズムの先行研究は，英国でも日本でも労働史や地方自治や財政論からの考察が多く（越
智，1977；1978；辻，1980），筆者の専門である社会福祉／ソーシャルワークからの検討はあまり詳し

































６　COS のケースワーク上の留意点（貧民の再道徳化）については，（Mooney, 1998 :75）を参照． 
７　本来なら，同時期のロンドン COS の事例検討を行うべきだが，Humphrey のロンドン COS 研究には
具体的な数値は出てこないので，地方都市部における救済情況と比較した．なお，COS の後退要因につ
いては，Humphreys（2001）の終章を参照．
８　この詳細については，（London Municipal Society and National Union Ratepayers' Association, 
1927）を参照．ちなみに，ここで言及されているユニオンは 1925 年以降のガーディアンズ選挙によっ
て誕生した「ポプラリスト（Poplarists）」である（伊藤，2000b）．　
９　なお，ラウントリーの水準はあくまでも Human Needs of Labour であって，Human Needs そのも
のでないことに留意すべきである（金子，1997）．ここから考えれば，ポプラ・スケールは，ガーディ




10　これは 1918 年に制定された「フィッシャー教育法（Fisher's Education Act）」を根拠にしていると
思われる．同法は義務教育年限を 14 歳以上に引き上げ，自治体が幼稚園の設置や就学年限を 15 歳まで
延長したり，18 歳までの定時制の確立を導入することを規定した．また初等児童の雇用を禁止している
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